
【エントリー情報】 

自治体名：広島県広島市 

学校名：広島市立吉島東小学校 

ご記入者：大下 将司 

ご役職：教諭 

メールアドレス： 

電話番号： 

 

【設問】 

① 貴自治体・貴校で目指している目標（ビジョン）・目標に至った背景・想いを教えてください。

（1,500 文字以内）※可能な限り自治体や学校全体の目標をご記入ください。 

本校の教育目標は「豊かに感じ、深く考え、やりぬくたくましい子を育てる」です。また目指す子 

ども像を「自他を思いやる子ども(豊かな心情)」「深く考え学び合う子ども(確かな学力)」「ねばり 強くやり

ぬく子ども(強い意志)」「体力のある、元気な子ども(たくましい体力)」と掲げています。 

 

①校内研究からのアプローチ 

今年度は、「自分の考えを伝え合い、認め合う子どもの育成〜主体的に学び表現する。探究的な学

習を通して〜」という研究主題で、地域の題材を中心とした生活科・総合的な学習の時間の授業研究

に取り組んでいます。この研究主題を設定した理由は、ソサエティー5.0 を始めとする時代的な背景によ

り、身の回りで起こる様々な問題に対処し、多様な人々と協力して解決策を見つける力が必要だからで

す。また、現在の学校の課題として子どもたちの地域への関心が薄れていることや、自己有用感・学習意

欲の低下が挙げられます。これらの課題から、地域の「人」と関わることを通じて、地域で自分の考えや行

動が誰かの役に立つ経験や、地域の課題解決を行う過程を楽しむ体験ができるようなカリキュラムを組む

ことで、児童の社会参画意識や学習への意欲の向上が期待できると考えています。さらに、この学習のベ

ースとして ICT の活用を想定しています。ICT の日常的な自由な使用を実現することで、探究プロセスの

充実を目指しています。つまり、学習意欲を高めながら児童が自らの学びや意見を表現する力を身につ

けていくことが、ICT によって可能だと考えています。このような ICT を活用した地域を題材とする探究活

動をデザインする研修を通じて、学校教育目標の実現に向けた授業改善を行っています。 

 

②働き方改革によるアプローチ 

教職員の専門性とスキルの向上も、学校教育目標の達成には欠かせない要素です。前述の校内研

修を含め、子どもたちに最適な教育を提供するには時間が必要です。そのため、教員が地域の方々と関

わる時間や、ICT 活用スキルを磨くための時間的、精神的な「ゆとり」を生み出すことが必要でした。そこ

で、働き方改革の推進を図っています。目指す子ども像にあるような資質は、教職員自身が率先して示

すべきものです。教員が直面する「働き方」という教育課題に対処し、教員自身が働き方を探究できるよ

うに、日々の対話を重視し、学校運営を推進しています。このようにして生み出された「時間のゆとり」と



「心のゆとり」は、蓄積され、最終的に子どもたちに還元されるものであると考えています。 

 

本校の教育目標の達成に向けた取り組みの中では、ICT は日常で自然に利用されるものという認識

ですが、ICT がなければ実現できなかったことを中心に紹介していきたいと考えています。 

現在の本校の学校の教育目標の達成に向けての取り組みの中では、ICT は日常で自然に使うものとい

う認識ですが、ICT がなければ実現しなかったことを中心に紹介していきたいと思います。 

 

② 目標（ビジョン）に向けた具体的な個人のお取り組み・学校全体でのお取り組み、学校の枠を

超えて市や他校へ広がったお取り組みや、その中で発生した課題や苦労を教えてください。

（1,500 文字以内） 

○ICT の日常利用のための校内システムの構築 

本市はタブレット導入に遅れがあり、コロナ禍での急速な ICT 活用の必要性を迫られた時期を過ぎて

からの導入となりました。市全体が端末の持ち帰りを行わない方針だったため、教職員の中には「タブレッ

トを使わなければならないのか」「使い方がわからず紙の方が使いやすい」といった意見の方が大多数で、

ICT 活用の研修に対するモチベーションが低い状態でした。しかし、「授業で使ってみたい」と前向きな

人々を見つけ、彼らとの会話を通じて利用してくださる先生を増やしていきました。新しいソフトが増えるた

びに ICT 活用に関する校内全体の研修も必要でしたが、多忙ななかでの研修を行うのはなかなか時間

を取れない実態もありました。そこで「働き方改革」として、日々の連絡を Google Classroom で行い、

書類をクラウドに移行する取り組みを考えました。そこには大きなハードルもありましたが、対話を重ねて理

解を深め、実現することができました。その結果、ミライシードの使い方の動画や Web ページを

Classroom にアップロードするなど、活用例を共有することが容易になりました。ICT 活用の集合研修は

減少し、困ったときはすぐに知識のある人に質問する雰囲気が根づきました。また、教職員が日常業務で

ICT を使うようになり、その慣れから、子どもたちも授業で自由に ICT を活用するようになりました。教職

員の日常的な利用の仕組みづくりが、子どもたちの ICT 活用能力向上につながりました。この変革には、

教職員の意見に寄り添う対話が不可欠であることが明らかになりました。 

 

○地域題材を活用したリアルな探究学習 

生活科や総合的な学習のカリキュラムを見直し、全学年で地域の題材を取り入れることにしました。これ

により、児童は自ら行動し、情報を収集し、ICT を駆使して表現する力を身につけました。インターネット

では得られない情報を様々な方法で捉える姿勢を育てることができました。地域の人々との交流を通じて、

学校外での大人とのコミュニケーションを取り、課題に対して自分の思いをはせながら活動できるようになり

ました。GIGA 端末がなければ、このような記録、分析、表現は不可能であり、準備と作業にも膨大な時

間がかかっていたでしょう。また、地域との連携を円滑に進めるためには、教員の時間確保が必須でした。

教員の働き方改革と子どもたちの ICT 活用を一体として取り組んだことによる成果だと捉えています。 

 

 



③ (3-1) ICT を活用することで、先生のご指導や働き方、児童・生徒の学び方や学習への態度、

学習成果などにどのような変化があったか、またこれらの変化をどのように評価されているか教えて

ください。（2,000 文字以内） 

○校務文書のクラウド移行と授業への活用の広がり 

教職員の働き方改革への一歩は、業務のデジタル化から始まりました。校務文書をクラウドへ移行す

ることで、場所を選ばずに必要な書類にアクセスし、編集ができるようになりました。これにより、資料の印

刷や書類の整理といった時間を要する作業を減らし、紛失や検索の手間を省くことにもつながりました。

会議の準備や後片付けで慌ただしい光景は見られなくなり、情報の伝達もスムーズに、そして心にゆとり

をもって行うことができるようになりました。ちょっとした役立つ情報も、共有しやすくなり、研修のあり方につ

いても改善しようとする動きが見られています。 

しかし、多くの教職員が ICT の使い方に不安を感じていたため、慣れるまでには時間が必要でした。慣

れるまで研修をすれば良いのかもしれませんが、現場に何度も何度も研修する時間的な余裕はありませ

んでした。そのため、実際の業務の中で生じた疑問に一つひとつ向き合い、同僚が互いにサポートし合う

関係を育てていくことが重要でした。使おうとされている先生と得意な先生をつなぐために、「あの先生も使

われていましたよ」と伝えて、お互いに共有するように促したり、操作のヒントとなる動画をクラスルームに載

せたりするなど、実践しながら学んでいただき、多くの方が使いこなせるようになりました。そして、クラウドベ

ースでの作業が自然と校内の日常になりました。 

このような取り組みの結果として、教職員全員に ICT 活用が広がり、授業での活用も自然と行われる

ようになりました。教員一人ひとりが独自のアイデアで、それぞれの授業に ICT を取り入れる姿が見られるよ

うになり、授業の質の向上にもつながっています。また、日常業務にクラウドが溶け込むと、Google カレンダ

ーや保護者連絡のデジタル化もスムーズに進められるようになり、ありとあらゆるデジタル化への心のハード

ルも低くなったと感じています。 

 

○子どもたちが自ら ICT 活用をしたいと思える総合的な学習の時間 

総合的な学習の時間では、教師からのワークシートの提供だけでなく、子どもたちの声に耳を傾け、彼

らの要望に応じて場を設定する機会も増えました。子どもたち自身が課題を明確に設定し、解決に向け

て友達やクラス全員と一緒に考えるなかで、自由にメモを共有したり、スライドを使って考えを形にしたりす

る姿が見られるようになりました。 

子どもたちが、これまでの学びで触れたツールを自分たちで選んで、話し合いの中で活用する様子は、

まさに学習の蓄積によるものです。各教科で培った知識と手段を総合的な学習の時間で生かし、ICT の

活用が自然と進んでいるように感じます。もちろん、ホワイトボードが適している時にはそれを使い、タブレッ

トが便利なときには積極的に取り入れるなど、子どもたちに選択肢を与えています。子どもたちは、その選

択を通じて自分で適切な方法を判断しています。 

また、情報収集のためにインタビューをしたり、伝えたいことを表現したりする際には、動画や写真をしっ

かりと保存していくことで、番組を制作したり、CM を作ったりする活動が可能になりました。それも少人数の

グループで行うことが多いため、子どもたちが自分たちの思いを反映させるために活発な話し合いをすること



ができました。子どもたちは、自分のしたいことが実現でき、見てくれた人の感想をもらうことで、自信になっ

たり、学習する意欲につながったりしている様子です。 

 

(3-２)ICT 活用による成果について、定量的なデータでお示し可能なデータがあれば、教えてくださ

い。（1,500 文字以内文字以内）※本設問のみ任意回答 

○働き方改革について  

担任１７人の在校等時間の変化 

 令和４年度 令和５年度  

月 在校等時間合計 在校等時間平均 在校等時間合計 在校等時間平均 在校等時間平均 

前年度比 

４月 １０６８時間５４分 ６２時間５２分 ９３０時間３７分 ５４時間４５分 ▼８時間０７分 

５月 ８９７時間４７分 ５２時間４８分 ７５３時間５４分 ４４時間２０分 ▼８時間２６分 

６月 １０７２時間３９分 ６３時間０５分 ９０７時間０９分 ５３時間２１分 ▼９時間４４分 

７月 ６７６時間１７分 ３９時間４９分 ５７４時間４５分 ３３時間４９分 ▼６時間００分 

８月 ２７１時間０９分 １５時間１７分 ２１８時間５４分 １２時間５３分 ▼２時間２７分 

９月 ８９２時間０５分 ５２時間２９分 ７７１時間５４分 ４５時間２２分 ▼７時間０７分 

10月 ７９５時間２７分 ４６時間４７分 ８９６時間３１分 ５２時間４４分 △５時間５７分 

11月 ８３８時間１０分 ４９時間１８分 ７０２時間１７分 ４１時間１９分 ▼７時間５９分 

12月 ６５４時間４２分 ３８時間３１分 ９３０時間３７分 ３８時間０９分 ▼０時間２２分 

１月 ５７３時間１６分 ３３時間４３分    

２月 ８５５時間０５分 ５０時間１８分    

３月 ８３７時間１５分 ４９時間１５分    

 

校務のクラウド化に昨年度 10 月頃から少しずつ取り組んだ結果、４月から昨年度比を下回っていま

す。10 月についてはコロナ対応ではない体育発表会や行事などがあり、時間は増加しています。 

しかし、働いているうえで実感できるほど、業務に時間の余裕ができ、職員同士の会話が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ お取り組みの中でのミライシードの活用画面・活用機能お取り組みの中でミライシードが役立っ

た場面・活用頂いたアプリ/機能を教えてください。 

※活用エピソードが複数ございましたら、文字数制限内でご記入ください。1 つのエピソードに絞る必

要はございません。（2,000 文字以内） 

○働き方改革としてのミライシード活用 

• 宿題のデジタル化 

８月までは、宿題として連絡帳に日記を書いたり、時間割を記入したりしていました。しかし、９月から

は連絡帳の使用をやめ、オクリンクを使って日記に代わる宿題を出すようになりました。また、時間割の写

真を自分で撮影し、オクリンクにアップロードすることで、連絡帳に記録する代わりにしています。  

オクリンクを使用しての日記宿題は、これまでの方法では不可能だった活動を可能にしました。子どもた

ちは資料に対する自分の考えや感想をまとめ、要約する力や、重要なキーワードを見つける力を身につけ

ることができます。 

具体的には、オクリンクに「NHK for School」の動画を添付し、視聴後に 200 文字程度の感想や学ん

だことを書く課題です。これにより、動画視聴に使っていた授業時間をほかの学習活動にあてる余裕がで

き、子どもたちが繰り返し動画を視聴し、理解を深め、知識をアウトプットすることで学びが深まります。 

さらに、宿題の提出状況は一覧で簡単に確認でき、スタンプ機能を使ったフィードバックが可能です。何

より、友達の感想を読んで、それがクラス内での会話のきっかけになることがあります。オクリンクを通じて友

達とのつながりを深め、学級の雰囲気を良くすることができています。このように、オクリンクは授業だけでなく

学級経営にも積極的に役立っています。 

   

「しまった！情報活用スキル」を見ての感想     「歴史にドキリ」を見ての感想 

 

   

「はりきり体育ノ介」を見てまとめる         （YouTube）大谷翔平のメッセージを聞いての感想 



・授業時間を確保するための活用 

これまでは校外学習や出前授業などでお世話になった方に手紙を書くという時間を作ったり、卒業文

集を書くために何を題材にするのか考える時間が必要になったりということがありました。最近では授業の

余剰時間を削減する取り組みの影響もあり、授業時間はしっかり確保したいところです。しかし授業時間

外の時間だけでは仕上がることなく、仕方なく授業時間を使わないといけないこともありました。そこで、宿

題という形で、事前に手紙の原稿、卒業文集の題材をオクリンク内に書き起こしておくことで、そのような

時間を作る必要がなくなりました。また、子どもたちが何を書こうとしているのかも事前に確認ができるため、

効率的に準備をすることができました。さらに、手紙については、紙に書く代わりにデザインソフトを使うこと

で、見応えのある手紙を作ることができました。 

    

教育実習生への手紙               卒業文集に書きたいこと 

 

・ワークシートのデジタル化による教材の使い回しと蓄積 

道徳などのワークシートをデジタル化し、成績カルテを使って成績処理をしています。 

印刷も必要なくなり、準備を授業間の休憩などにすることも可能になりました。学年の先生と共有したり、

昨年度の作ったものを再利用したりすることもできるようになり、とてもスムーズに授業準備ができるようにな

りました。また教科担任制のため１回の準備で複数の授業で活用することも可能になりました。 

  

   

道徳：「マザー＝テレサ」 ワークシート発問２ 発問３ をムーブノートで回収 

 

○授業での効果的な活用（児童から出た活用アイデア） 

・総合的な学習の時間内での意見交流・集約 

①課題設定 

みんなの考えを出し合ってどんな思いが多いか知りたいときにオクリンクで意見を出し合いました。 

そこに出てきた言葉を全員が見て課題設定を行いました。 



 

②情報収集 

グループごとに活動している際、クラスの意見を聞いて回るのは大変であるが、オクリンクで出してくださいと

ひと言伝えるだけで、瞬時に意見を集めることができました。 

 

→あらかじめ想定していたものでなくても授業の流れの中で、子どもの考えをすぐに反映できました。 

そのため、発問などもその場で追加・修正できるので、プリントと比べて格段に児童に合わせて授業を展開

することができています。 

 

 

③まとめ・表現 

提出ボックスを分けながら、グループの制作物について感想を送り合いました。 

 

・体育の振り返り 

体育の振り返りをスロー動画つきでオクリンクに提出するようにしました。これまでフォームで行っていましたが、

児童はオクリンクのカードに貼り付けた方が自分の動画を見ながら振り返りを行えるので操作が楽だと言っ

ていたためこの形で行いました。動画の長さによっては送れない時もありますが、評価をするときにカルテで

見られるので、効率的に成績処理ができます。 


